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第四期武蔵野市学校教育計画策定審議会(11/13) 資料   

第三中学校の特徴的な教育活動の事例について    武蔵野市立第三中学校長 竹山 正弘 

 

１ くぬぎ祭（令和５年 10 月 20 日・21 日の２日間実施）→生徒の実行委員会組織 

 〈目的〉(1)文化活動発表の場を通して、各学年の発達段階に応じた創作活動に取り組む。 

         (2)準備・発表を通して創意工夫の楽しさ、協力のすばらしさ、完成の喜びを味わう。 

         (3)お互いを鑑賞することによって、その成果を共有する。 

         (4)総合的な学習の時間との関連を図りつつ、各学年・学級または教科の発表をする。 

 〈内容〉(1)舞台発表 

           ①３学年：クラス劇（３クラス各40分） 

           ②２学年：学年劇（50分） 

           ③１学年：学習発表（20分） 

           ④吹奏楽演奏（25分） 

           ⑤PTAコーラス（20分） 

 (2)展示発表 

   ①学年展示  

  ②教科展示  

  ③部活動展示  

  ④PTA・青少協展示 

 

          

２ 職場体験学習（令和５年６月 28 日～30 日の３日間実施） 

〈目的〉(1)職場体験を通して働くことの意義を学び、将来について考えるきっかけにする。 

        (2)多様な生き方に触れ、自らの生き方を主体的に追求する態度を身に付ける。 

    (3)地域社会での体験を通し、地域の良さを再確認する。 

    (4)発表学習を通して体験をまとめ、説明できる能力を身に付ける。 

〈内容〉(1)事前学習 

 

 

 

 

 

 

   ①職場体験を通して学びたいことを各自テーマを決め、テーマについて調査や考察 

   をする。 

   ②体験する職種について「職業調べ」レポートを作成する。 

   ③講師の方から、社会のマナーについて指導していただく。 

   ④体験先の事業所に行き、正式な依頼書と自己紹介カードを届け、挨拶・打ち合わ

   せを行う。 

        (2)職場体験の実際              

        (3)事後学習 

      ①礼状を作成する。 

       ②職場体験に関する発表を行う。（職業分類チーム (A：物を売る、B：飲食、C：美容院、D：教育、国や地域を支える、 

            サービスを提供する)で、決められた時間内で行う。） 

             ・事業所の紹介、体験したこと、心に残ったこと 

       ・共通するやりがい、大切なこと 

             ・SDGｓの取組と学校生活に生かせる具体的な案 

       ・これからの学校生活や進路に生かしていくこと 

             ・発表は動画で撮影し、くぬぎ祭で学年展示として放映予定 

 

３ セカンドスクール（令和５年９月 25 日～29 日の５日間実施） 

  →生徒実行委員会の目標＆スローガン 

  『輝学感全(きがくかんぜん)～ひとりひとりが輝いた上で得られる学びや感動を全員が経験しよう～』 

       

〈目的〉セカンドスクールを通して地域の魅力やちいきの課題を主体的に考える。 

  〈育成を目指す資質・能力〉  
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 A  自然を愛する心 

  ①特産品である農産物の育成・収穫・調理。工芸品の加工等について調べ、農村体験を通 

   して産業と技術革新の基盤を考え、地域で生きていくために自然と共に生きることの大 

   切さに気付き、進んで自然愛護に努める心を育む。 

 B 課題解決能力・情報活用能力 

   ①クリーンエネルギーの発電施設である黒部ダムについて調べて、再生可能エネルギーの 

    利点と欠点について考え、持続可能なエネルギー供給の必要性について主体的に考えよ 

     うとする力を育む。 

   ②白馬地域の農業や観光業、地域企業のDSGｓへの取り組みなど、産業の特性について   

    調べ、地域が抱える課題に気付き、持続可能な地域活性化のための取組について、主体 

     的に課題解決する力を育む。 

    C 人間関係形成・社会参画・自己実現 

      ①オリパラ・黒部ダム建設の歴史を学び、平和で豊かな社会を実現する姿勢を育む。 

      ②集団生活において自己コントロールして、自分の役割を果たしつつ仲間を思いやり協力 

   して生活する態度を育む。 

      ③お世話になったスタッフの方への感謝の気持ちを、方法や内容を考えて、礼節をわきま 

   えて表現する態度を育む。 

  〈主な活動内容〉 

    (1)白馬ジャンプ台、オリンピック展示、ウイング 21 

    (2)黒部ダム、トロバス記念館 

    (3)岩岳ロゲイニング体験 

    (4)稲刈り体験(手刈り、コンバイン、バインダー) 

    (5)各農家民宿：食づくり、ものづくり、農作業体験 

    (6)SDGｓ講演会(白馬五竜スキー場でのグリーンシーズンにおける地域活性化の取組と SDGｓ) 

    (7)入村式・退村式・感謝を伝える会 

 

   ※事後学習の一環として、くぬぎ祭にて舞台発表及び展示発表を実施。 

    (1)舞台発表・・・①セカンドスクール活動報告 

                     ②全員合唱（「長野県歌」「地上の星」「ヘッドライト」） 

    (2)展示発表・・・①フォトコンテスト   ④白馬ジャンプ台 

                     ②俳句                ⑤農業体験＆民泊生活 

                     ③黒部ダムに関して    ⑥岩岳ロゲイニング 

 

４ その他・・・生徒会活動の一例(学校 HP より抜粋) 

    (1)生徒会主催ディベート大会 

         ８月 31 日（木）の昼休みに、学校全体の一体感をつくり、生徒一人一人が様々な分野

で活躍できる場をつくることを目的に、体育館で生徒会主催レクレーションとしてディベ

ート大会が行われました。議題は全校生徒から募集した「今後三中に制服を導入すべきか、

私服のままが良いか」のもと、執行部及び参加希望者を会長チームと副会長チームに分け、

私服側と制服側に分かれて討論を行いました。それぞれのチームから長所・利点等の意見

を出し合いました。見ている生徒たちは、双方の意見に思わずうなずいてしまう光景が見

られました。討論を見守る側の生徒からもいくつもの意見が出されました。最後は、「責

任ある自由のもと、三中は私服が良い」と主張した私服チームが大勢を占めました。 


